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最近，誕生日を迎えました。周囲からおめでとうと言われ，嬉しい気持ちになっ
た一方で，あらためて自分の生物学的年齢を認識し，漠然と感じている主観的な
年齢との大きな差に気付くことになりました。
特集「精神医学における主観と主体」では，これを多角的に掘り下げるととも

に，思弁的に傾きがちなこのテーマを精神医学における現実的なトピックとの関
連から鳥瞰しています。「主観と主体」が時に従属変数，時に独立変数となって，
精神医学の中でのその意味が浮き彫りにされていきます。
「身体医学における主体性と価値観」では身体疾患の客観的実在と主観的実在
の問題を取り上げ，「主体性の精神医学─精神病理学と生物学とが重なるところ」
では，主体性を人間学的にとらえ精神病理学的，社会学的論考を加えています。
「当事者の主体性を精神科医療が阻害しないためには」においては，まさに精神
疾患患者の主体性回復とそのための入院システムのあり方が示され，「パーソナ
ルリカバリーの主観と主体性」では，新たな臨床概念を当事者の主体性や意思決
定の点からとらえ直しています。「居場所の臨床としてのハウジングファースト」
では居場所という言葉を切り口として精神医療における主観と主体の問題を考え
た論文です。「主体感の認知神経機構」では，主体感について行動科学的実験と
機能画像から，「統合失調症の基本的障害の抽出─主体性の表れとしての眼球運
動を用いて」では，統合失調症の探索眼球運動研究から主体的に寛解をとらえる
構えの問題として，実証的に浮き彫りにしています。「精神疾患の主観的症状理
解に向けた脳科学からの視点」では，生理学的現象記述からの主観体験の文節化
アプローチについて述べられています。
展望では，日本初の系統的精神疾患死後脳ブレインバンクについて，その設立

者でもある丹羽真一先生が，現状と課題，成果について，広範なレビューに基づ
いて論じています。重大な他害行為を行って措置入院となった患者と医療観察法
入院となった患者の比較と支援のあり方についての研究論文，統合失調症として
長期入院していた Fahr病の剖検所見を含めた 1例報告，低出生体重児と自閉症
スペクトラム特性についての研究は，それぞれ事実をドキュメントした読み応え
のある内容です。レターでは，精神医学臨床における電子カルテ記載についての
提案が述べられています。
本号を読んで，オーソドックスで普遍的な特集テーマとその取り組みに本誌の

歴史的姿勢を感じました。展望では未来が提示され，バラエティーに富んだ論文
には現在の事実が積み上げられています。久し振りのレターには，意見交換の
フォーラムとしての邦文専門雑誌の使命を思い起こされました。 (M.U.)
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